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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式（１）で表されるイミド（メタ）アクリレート０．１～３０重量％及びエチレ
ン性不飽和基含有単量体７０～９９．９重量％を構成単量体単位とする共重合体からなる
活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。

但し、式（１）において、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立した水素原子若しくは炭素数４
以下のアルキル基、どちらか一方が水素原子で他方が炭素数４以下のアルキル基、又はそ
れぞれが一つとなって炭素環を形成する基である。又、Ｒ３は炭素数１～６のアルキレン
基で、Ｒ４は水素原子又はメチル基であり、ｎは１～６の整数である。
【請求項２】
上記共重合体が、イミド（メタ）アクリレート０．１～３０重量％、炭素数４～１２のア
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ルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート７０～９９．９重量％及び必要に応じて
これら単量体と共重合可能な単量体の０～５０重量％を構成単量体単位とする共重合体で
あることを特徴とする請求の範囲第１項記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
【請求項３】
上記共重合体が、イミド（メタ）アクリレート０．１～３重量％及びエチレン性不飽和基
含有単量体９７～９９．９重量％を構成単量体単位とする共重合体であることを特徴とす
る請求の範囲第１項記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
【請求項４】
上記共重合体が、イミド（メタ）アクリレート０．１～３重量％、炭素数４～１２のアル
キル基を有するアルキル（メタ）アクリレート９７～９９．９重量％及び必要に応じてこ
れら単量体と共重合可能な単量体の０～５０重量％を構成単量体単位とする共重合体であ
ることを特徴とする請求の範囲第２項記載の活性エネルギー線硬化型感圧粘着剤組成物。
【請求項５】
上記共重合体の分子量が、重量平均分子量で１万～１００万である請求項１～４のいずれ
か１項に記載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
【請求項６】
上記共重合体のガラス転移温度が、－２０℃以下である請求項１～５のいずれか１項に記
載の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物。
【請求項７】
 基材と、請求の範囲第１～６項のいずれか１項に記載の組成物から形成された塗布層に
活性エネルギー線を照射して架橋硬化させた粘着剤層とを有してなる粘着シート。

【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、溶剤型又はエマルション型の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物及び当該粘
着剤組成物から形成された粘着剤層を有する粘着シートに関するものであり、これらを使
用する技術分野で賞用され得るものである。
背景技術
従来、粘着剤組成物、特にアクリル系溶剤型粘着剤組成物は、保持力を向上させるために
、主成分であるアクリル系重合体を架橋したものを用いることが多い。当該架橋のために
用いられる架橋剤としては、常温で速やかに反応するポリイソシアネート化合物等が通常
用いられている。又、当該粘着剤組成物は、通常基材に塗布した後乾燥して粘着層を形成
し、粘着シートとして使用されることが多い。
しかしながら、従来の粘着剤組成物は、架橋剤を配合した１液型の組成物では、架橋剤の
ポリイソシアネート化合物が常温で反応してしまい、保存安定性が低下するため、アクリ
ル系重合体と架橋剤とを別々に使用する二液型の組成物として使用することが多い。しか
しながら、二液型の組成物でも、可使時間に制限があったり、場合によっては使用前に一
部架橋が進行してしまうため、塗工性を損なうという問題を有するものであった。
一方、アクリルエマルション型粘着剤組成物においても、用途によっては粘着剤の凝集力
を向上させる目的で、水溶性のエポキシ樹脂等の架橋剤を併用して、二液型組成物とする
場合があるが、この場合は、基材に塗布した後に、加熱又は長時間に渡る熟成工程を必要
とするため、製造し難いものであった。
従来の粘着剤組成物の問題を解決する組成物として、（メタ）アクリレートからなる活性
エネルギー線硬化型粘着剤組成物が知られている。当該粘着剤組成物は、紫外線又は電子
線等の活性エネルギー線の照射により架橋硬化するものであるため、１液型の組成物とし
て使用可能なものである。
しかしながら、当該組成物は、その硬化物の臭気の問題を有するものであった。即ち、従
来の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物は硬化性が不充分なものが多く、硬化物中に残
存する未反応モノマーのため臭気が発生することがあった。又、組成物を紫外線により硬
化させる場合には、組成物に光重合開始剤を配合する必要があるが、当該紫外線硬化型の
組成物は、硬化性に優れる組成物であっても、光重合開始剤の分解物が硬化物中に残存す
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本発明者らは、１液型での使用が可能で且つ保存安定性に優れ、その使用に際して加熱・
熟成等の工程を必要とせず、さらには、その硬化物が、優れた接着性を有し、しかも臭気
の無い粘着剤組成物及び粘着シートを見出すため鋭意検討を行ったのである。
発明の開示
本発明者らは、種々の検討の結果、特定構造のイミド（メタ）アクリレートを構成単量体
単位とする共重合体を含む組成物が、光重合開始剤を配合しなくとも、又は光重合開始剤
の配合割合が少なくとも、紫外線の照射により優れた硬化性を有し、その硬化物がほとん
ど臭気がない上、加熱・熟成等の工程も不要で、且つ、粘着剤としての性能にも優れてい
ることを見出し、本発明を完成した。
以下、本発明を詳細に説明する。
尚、本明細書では、アクリレート又はメタクリレートを（メタ）アクリレートといい、ア
クリル酸又はメタクリル酸を（メタ）アクリル酸という。
発明を実施するための最良の形態
○イミド（メタ）アクリレート
本発明の組成物で使用する共重合体は、下記一般式（１）で表されるイミド（メタ）アク
リレート〔以下単にイミド（メタ）アクリレートという〕を構成単量体単位とする共重合
体である。

但し、式（１）において、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立した水素原子若しくは炭素数４
以下のアルキル基、どちらか一方が水素原子で他方が炭素数４以下のアルキル基、又はそ
れぞれが一つとなって炭素環を形成する基である。又、Ｒ３は炭素数１～６のアルキレン
基で、Ｒ４は水素原子又はメチル基であり、ｎは１～６の整数である。
上記式（１）において、得られる共重合体が硬化性に優れることから、ｎとしては、１～
２が好ましく、より好ましくは１である。
Ｒ１及びＲ２としては、エチレン性不飽和基含有単量体との共重合性に優れている点で、
それぞれ独立した炭素数４以下のアルキル基、又はそれぞれが一つとなって炭素環を形成
する基が好ましい。さらにイミド（メタ）アクリレートの製造が容易で、収率に優れ、又
得られる共重合体が耐水性に優れたものとなる点で、それぞれが一つとなって炭素環を形
成する基が好ましく、より好ましくは基－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－又は基－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２－が好ましく、特に好ましくは基－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－である。
Ｒ３は炭素数１～６のアルキレン基であり、好ましいものとしては、エチレン基及びプロ
ピレン基等が挙げられる。
イミド（メタ）アクリレートの好ましい例としては、下記式（２）及び式（３）で表され
る化合物等を挙げることができる。
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式（２）の化合物は、式（１）において、Ｒ１及びＲ２が一つとなって炭素環を構成する
基－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－であり、Ｒ３がエチレン基でＲ４が水素原子であり、ｎ
が１の化合物である。

式（３）の化合物は、式（１）において、Ｒ１及びＲ２が一つとなって炭素環を構成する
基－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－であり、Ｒ３がエチレン基でＲ４がメチル基であり、ｎ
が１の化合物である。
イミド（メタ）アクリレートは、以下の文献及び特許に記載のある方法により、酸無水物
、アミノアルコール及び（メタ）アクリル酸より製造することができる。
・加藤清ら、有機合成化学協会誌３０（１０），８９７，（１９７２）
・Ｊａｖｉｅｒ　ｄｅ　Ａｂａｊｏら、Ｐｏｌｙｍｅｒ，ｖｏｌ３３（５），（１９９２
）
・特開昭５６－５３１１９号公報、特開平１－２４２５６９号公報
製造原料として使用される酸無水物としては、３，４，５，６－テトラヒドロフタル酸無
水物及びその誘導体、ジアルキルマレイン酸無水物及びその誘導体が挙げられる。収率に
優れる点から、３，４，５，６－テトラヒドロフタル酸無水物及びその誘導体が好ましい
。
製造原料として使用されるアミノアルコールとしては、エタノールアミン、プロパノール
アミン、ブタノールアミン等のアルカノールアミン類及び２，２’－アミノエトキシエタ
ノール等が挙げられる。
○共重合体
本発明で使用する共重合体は、イミド（メタ）アクリレート０．１～３０重量％及びエチ
レン性不飽和基含有単量体（以下不飽和単量体という）７０～９９．９重量％を構成単量
体単位とするものであり、好ましくはイミド（メタ）アクリレート０．１～３重量％及び
不飽和単量体９７～９９．９重量％を構成単量体単位とするものである。本発明で使用す
る共重合体は、上記式（１）で示したマレイミド基を有するため、活性エネルギー線によ
り容易に硬化し、さらに紫外線により硬化させる場合でも、光重合開始剤を全く配合しな
いか又は少量の光重合開始剤の配合で、優れた硬化性を有し、その架橋硬化物は粘着剤と
して優れた物性を有するものである。又、イミド（メタ）アクリレートの共重合割合が１
０～３０重量％と比較的多い場合には、弱粘着用途に使用することができる。
イミド（メタ）アクリレートの共重合割合が０．１重量％未満であると、組成物の硬化物
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の架橋密度が少ないため凝集力が低下し、他方３０重量％を超えると、組成物の硬化物の
架橋密度が高くなりすぎ、硬化物が硬くなりすぎるため接着力が低下してしまう。
不飽和単量体としては、イミド（メタ）アクリレート以外の（メタ）アクリレート；不飽
和カルボン酸；ビニルエステル；共役ジエン系単量体；（メタ）アクリロニトリル及びα
－クロロアクリロニトリル等のシアノ基含有ビニル単量体；塩化ビニル及び塩化ビニリデ
ン等のハロゲン化エチレン性不飽和基含有化合物；イタコン酸モノエチルエステル、フマ
ル酸モノブチルエステル及びマレイン酸モノブチルエステル等の不飽和ジカルボン酸のモ
ノアルキルエステル；アリルアルコール；並びにスチレン及びα－メチルスチレン等のエ
チレン性不飽和基含有芳香族化合物等が挙げられる。
イミド（メタ）アクリレート以外の（メタ）アクリレートとしては、メチル（メタ）アク
リレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、ｉ－プロ
ピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉ一ブチル（メタ）アク
リレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、ｉ
－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－ノニ
ル（メタ）アクリレート、ｉ－ノニル（メタ）アクリレート、ｎ－デシル（メタ）アクリ
レート及びｎ－ラウリル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレート；２－
ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレート、グリセロールモノ（
メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレ
ングリコールモノ（メタ）アクリレート及びポリエチレングリコール－ポリプロピレング
リコール共重合体のモノ（メタ）アクリレート等の水酸基含有（メタ）アクリレート；グ
リシジル（メタ）アクリレート等のエポキシ基含有（メタ）アクリレート；並びに（メタ
）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（メタ
）アクリルアミド及びＮ－メトキシブチル（メタ）アクリルアミド等の（メタ）アクリル
アミド等が挙げられる。
不飽和カルボン酸としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、マレイン酸、フマル酸、
イタコン酸、シトラコン酸、ケイヒ酸及び無水マレイン酸等を挙げることができる。これ
らの中でも、安価であり、得られる粘着剤の性能が優れたものとなることから、（メタ）
アクリル酸が好ましい。
ビニルエステルとしては、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、ピバリン酸ビ
ニル、ラウリン酸ビニル及びバーサチック酸ビニル等が挙げられ、これらの中でも、酢酸
ビニルが好ましい。
共役ジエン系単量体としては、ブタジエン、イソプレン、クロロプレン及びイソブチレン
等が挙げられる。
これら不飽和単量体は、２種以上を併用することもできる。
共重合体における、イミド（メタ）アクリレートと不飽和単量体の好ましい組み合わせと
しては、イミド（メタ）アクリレートとアルキル（メタ）アクリレートとからなる共重合
体、イミド（メタ）アクリレート、エチレン及びビニルエステルとからなる共重合体、並
びにイミド（メタ）アクリレートと共役ジエン系単量体とからなる共重合体等を挙げるこ
とができ、これらの中でもイミド（メタ）アクリレートとアルキル（メタ）アクリレート
とからなる共重合体が、接着力に優れるため好ましい。
本発明の組成物において、保持力及び粘着力に優れたものとなるため、共重合体としては
、イミド（メタ）アクリレートと炭素数４～１２のアルキル基を有するアルキル（メタ）
アクリレート及び必要に応じてこれら単量体と共重合体可能な単量体（以下その他単量体
という）を構成単量体単位とする共重合体が好ましく、さらに当該共重合体において、ア
ルキル（メタ）アクリレートが炭素数４～９のアルキル基を有するアルキル（メタ）アク
リレートであるものが、イミド（メタ）アクリレートとの共重合性に優れ、得られる粘着
剤組成物の粘着力に特に優れるためより好ましい。
その他単量体の例としては、不飽和カルボン酸、炭素数１～３のアルキル基を有するアル
キル（メタ）アクリレート、シアノ基含有ビニル単量体、水酸基含有（メタ）アクリレー
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ト、不飽和ジカルボン酸のモノアルキルエステル、アリルアルコール、（メタ）アクリル
アミド、酢酸ビニル、グリシジル（メタ）アクリレート、塩化ビニル及び塩化ビニリデン
等が挙げられる。
これらの中でも、不飽和カルボン酸が、得られる粘着剤組成物が、保持力に特に優れたも
のになる点で好ましい。
当該共重合体の共重合割合としては、イミド（メタ）アクリレート０．１～３０重量％、
炭素数４～１２のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート７０～９９．９重量
％及びその他単量体０～５０重量％が好ましい。イミド（メタ）アクリレートの共重合割
合が０．１重量％未満であるか、又はアルキル（メタ）アクリレートが９９．９重量％を
超えると、得られる粘着剤の凝集力が低下して、保持力が低下する場合がある。イミド（
メタ）アクリレートの共重合割合が３０重量％を超えるか、又はアルキル（メタ）アクリ
レートが７０重量％に満たないと、得られる粘着剤の粘着力、保持力及びタックのバラン
スをとることが困難となる場合がある。又、その他単量体の共重合割合が５０重量％を超
えると、粘着力が低下する場合がある。
不飽和カルボン酸を共重合する場合の共重合割合としては、０．１～１０重量％が好まし
い。
不飽和カルボン酸の共重合体割合が０．１重量％未満であると、得られる粘着剤の保持力
、接着力が不足する場合があり、１０重量％を超えるとタック、接着力が低下する場合が
ある。
溶剤型粘着剤組成物の場合、共重合体の分子量としては、重量平均分子量で１万～１００
万が好ましく、１０万～１００万がより好ましい。共重合体の重量平均分子量が１万に満
たないと、接着力が低下する場合があり、他方１００万を超えると、組成物の粘度が高く
なり過ぎ、塗工性が低下することがある。
尚、本発明において、重量平均分子量とは、溶媒としてテトラヒドロフランを使用し、ゲ
ルパーミュエーションクロマトグラフィ（以下ＧＰＣと略す）により測定した分子量をポ
リスチレンの分子量を基準にして換算した値である。
又、本発明の組成物においては、上記共重合体のガラス転移温度は－２０℃以下であるこ
とが好ましく、－３０℃以下であることがより好ましい。共重合体のガラス転移温度が－
２０℃を超えると、粘着剤としてのタックが不足しやすくなる。
○共重合体の製造方法
本発明で使用する共重合体は、種々の方法で製造可能であり、従来の製造方法で上記単量
体を重合したものであれば良く、具体的には、溶液重合、乳化重合及び懸濁重合等が挙げ
られる。
溶液重合法を採用する場合の具体的な方法としては、使用する原料単量体を有機溶剤に溶
解させ、熱ラジカル重合開始剤の存在下に加熱攪拌する方法等が挙げられる。
乳化重合法を採用する場合の具体的な方法としては、使用する原料単量体を水性媒体中に
乳化剤を使用して分散させ、熱ラジカル重合開始剤の存在下に加熱攪拌する方法、及び使
用する原料単量体を水性媒体中に乳化剤を使用して分散して水性乳濁液とし、当該水性乳
濁液を水性媒体中に添加しつつ、熱ラジカル重合開始剤の存在下に加熱攪拌する方法等が
挙げられる。
いずれの場合も、必要に応じて、重合体の分子量を調節するために連鎖移動剤を使用する
ことができる。さらに、必要であれば、増粘剤、架橋剤、防腐剤、防錆剤、顔料、可塑剤
、濡れ剤、充填剤、凍結防止剤、高沸点溶剤及び消泡剤等を適宜添加してもよい。
有機溶剤としては、ベンゼン、トルエン、酢酸エチル、メタノール及びジメチルホルムア
ミド等が挙げられる。
熱ラジカル重合開始剤の例としては、熱によりラジカル種を発生する、過酸化物、過硫酸
塩化合物、アゾ化合物及びレドックス開始剤等が挙げられる。過酸化物の例としては、過
酸化ベンゾイル、過酸化ラウロイル、クメンヒドロペルオキシド、ｔ－ブチルヒドロペル
オキシド及びジクミルペルオキシド等が挙げられる。過硫酸塩化合物の例としては、過硫
酸アンモニウム、過硫酸カリウム及び過硫酸ナトリウム等が挙げられる。アゾ化合物の例
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としては、アゾビスイソブチロニトリル及びアゾビス－２，４－ジメチルバレロニトリル
等が挙げられる。レドックス開始剤の例としては、過酸化水素－鉄（ＩＩ）塩、ペルオキ
ソ二硫酸塩－亜硫酸水素ナトリウム及びクメンヒドロペルオキシド－鉄（ＩＩ）塩等が挙
げられる。
連鎖移動剤としては、ドデシルメルカプタン、キサントゲン酸ジスルフィド、ジアゾチオ
エーテル及び２－プロパノール等が挙げられる。
○活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物
本発明の活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物は、前記共重合体を含有してなるものであ
り、有機溶剤の溶液の形態でも、エマルションの形態でも使用できる。
粘着剤組成物における共重合体の割合としては、組成物中の共重合体が３０～８０重量％
が好ましく、４５～８０重量％がより好ましい。
溶剤型粘着剤組成物においては、共重合体の割合として、組成物の粘度が、２５℃、１２
ｒｐｍの条件で、Ｂ型粘度計により測定された粘度が５０～２００００ｃｐｓとなる様な
割合が、塗工性に優れるため好ましい。
本発明の組成物には、硬化物の接着性能を高めるため、又は組成物の感度を調整するため
、反応性不飽和基を有する化合物を配合しても良い。
反応性不飽和基を有する化合物の例としては、アクリル系モノマー、オリゴマー等が挙げ
られる。
アクリル系モノマーとしては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート及び２－ヒド
ロキシプロピル（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート；フ
ェノキシエチル（メタ）アクリレート等のフェノールのアルキレンオキシド付加物のアク
リレート類及びそのハロゲン核置換体；エチレングリコールのモノ又はジ（メタ）アクリ
レート、メトキシエチレングリコールのモノ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリ
コールのモノ又はジ（メタ）アクリレート及びトリプロピレングリコールのモノ又はジ（
メタ）アクリレート等のグリコールのモノ又はジ（メタ）アクリレート；並びにトリメチ
ロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレ
ート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート及びジペンタエリスリトールヘ
キサアクリレート等のポリオール及びそのアルキレンオキサイド付加物の（メタ）アクリ
レート等が挙げられる。
アクリル系オリゴマーとしては、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステ
ル（メタ）アクリレートオリゴマー及びエポキシ（メタ）アクリレートオリゴマー等が挙
げられる。
ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーとしては、ポリオールと有機ポリイソシアネー
ト反応物に対して、さらにヒドロキシル基含有（メタ）アクリレートを反応させた反応物
等が挙げられる。ここで、ポリオールとしては、低分子量ポリオール、ポリエチレングリ
コール及びポリエステルポリオール等があり、低分子量ポリオールとしては、エチレング
リコール、プロピレングリコール、シクロヘキサンジメタノール及び３－メチル－１，５
－ペンタンジオール等が挙げられ、ポリエーテルポリオールとしては、ポリエチレングリ
コール及びポリプロピレングリコール等が挙げられ、ポリエステルポリオールとしては、
これら低分子量ポリオール又は／及びポリエーテルポリオールと、アジピン酸、コハク酸
、フタル酸、ヘキサヒドロフタル酸及びテレフタル酸等の二塩基酸又はその無水物等の酸
成分との反応物が挙げられる。有機ポリイソシアネートとしては、トリレンジイソシアネ
ート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、４，４’－ジシクロヘキシルメタ
ンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート及びイソホロンジイソシアネート
等が挙げられる。ヒドロキシル基含有（メタ）アクリレートとしては、２－ヒドロキシエ
チル（メタ）アクリレート及び２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート等のヒドロ
キシアルキル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
ポリエステル（メタ）アクリレートオリゴマーとしては、ポリエステルポリオールと（メ
タ）アクリル酸との脱水縮合物が挙げられる。ポリエステルポリオールとしては、エチレ
ングリコール、ポリエチレングリコール、シクロヘキサンジメタノール、３－メチル－１
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，５－ペンタンジオール、プロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、１，６－
ヘキサンジオール及びトリメチロールプロパン等の低分子量ポリオール、並びにこれらの
アルキレンオキシド付加物等のポリオールと、アジピン酸、コハク酸、フタル酸、ヘキサ
ヒドロフタル酸及びテレフタル酸等の二塩基酸又はその無水物等の酸成分とからの反応物
等が挙げられる。
エポキシアクリレートは、エポキシ樹脂に（メタ）アクリル酸等の不飽和カルボン酸を付
加反応させたもので、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂のエポキシ（メタ）アクリレート
、フェノールあるいはクレゾールノボラック型エポキシ樹脂のエポキシ（メタ）アクリレ
ート、ポリエーテルのジグリシジルエーテルの（メタ）アクリル酸付加反応体等が挙げら
れる。
反応性不飽和基を有する化合物の配合割合としては、共重合体１００重量部に対して５０
重量部以下が好ましく、より好ましくは２０重量部以下である。
本発明の組成物は、活性エネルギー線の照射により架橋硬化させるものであり、前記した
通り使用する共重合体がマレイミド基を有するため、活性エネルギー線により容易に硬化
し、さらに紫外線により硬化させる場合でも、光重合開始剤を全く配合しないか又は少量
の光重合開始剤の配合で、優れた硬化性を有するものである。
光重合開始剤を配合する場合において、光重合開始剤としては、ベンゾインとそのアルキ
ルエーテル類、アセトフェノン類、アントラキノン類、チオキサントン類、ケタール類、
ベンゾフェノン類及びキサントン類等が挙げられる。光増感剤としては、安息香酸系及び
アミン系光増感剤等が挙げられる。これらは、２種以上を組み合わせて用いることもでき
る。これらの配合割合としては、共重合体１００重量部に対して、又反応性不飽和基を有
する化合物を配合する場合は、共重合体と反応性不飽和基を有する化合物の合計量１００
重量部に対して、０．０１～１０重量部が好ましい。
又、組成物には、用途に応じて消泡剤、増粘剤、潤滑剤、成膜助剤、繊維助剤、洗浄剤、
帯電防止剤、均染剤、湿潤剤及びレベリング改良剤等の一般的な添加剤を併用することが
できる。
本発明の組成物においては、その硬化物の粘着性能を高めるために、粘着付与剤を含有さ
せることもできる。粘着付与剤としては種々のものが使用でき、例えば、ロジン系樹脂や
テルペン系樹脂等の天然樹脂及びその誘導体、並びに石油樹脂等の合成樹脂を挙げること
ができる。
○粘着剤組成物の使用方法
本発明の組成物の使用方法は、従来活性エネルギー線硬化型粘着剤組成物で行われている
方法に従えばよい。
例えば、紙、プラスチックフィルム又は金属箔等を基材又は支持体として、従来公知のロ
ールコーティング、ダイコーティング及びナイフコーティング等の方法により、本発明の
組成物を支持体表面に塗布し、塗布層を乾燥させた後、活性エネルギー線を照射して硬化
させる方法が挙げられる。
本発明の組成物の塗工量も、使用する用途に応じて適宜選択すればよいが、好ましい塗工
量としては５～２００ｇ／ｍ２であり、より好ましくは１０～１００ｇ／ｍ２である。
活性エネルギー線としては、紫外線、Ｘ線及び電子線等が挙げられ、安価な装置を使用で
きることから、紫外線を使用することが好ましい。紫外線により硬化させる場合の光源と
しては、様々なものを使用することができ、例えば高圧水銀灯、メタルハライドランプ、
キセノンランプ、無電極放電ランプ及びカーボンアーク灯等が挙げられる。
本発明の組成物の用途としては、優れた保持力を有するため、偏向板、液晶ディスプレイ
、光学部品、時計部品、複合材、貼り合せガラス及び複層ガラス等で使用される基材の接
着が挙げられる。
本発明の組成物は、前記の通り、その硬化物が保持力及び粘着性に優れるため、粘着シー
トの製造に好適に使用することができる。
本発明の組成物を粘着シートに使用する場合の基材としては、紙、セロハン、ポリプロピ
レン、ポリエチレン、ポリエステル、フッ素樹脂、ポリスチレン、ポリイミド、ポリアセ
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テート、ポリ塩化ビニル、ガラス、アクリル樹脂、メタクリル樹脂、ポリカーボネート、
ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、液晶ポリマー、ポリエーテル
サルホン、エチレンビニルアルコール樹脂及びユリア・メラミン樹脂等が挙げられる。
粘着シートの製造方法としては、常法に従えば良く、基材に対して組成物を塗布し、塗布
層を乾燥させた後、活性エネルギー線を照射して製造できる。塗布方法、塗布量及び活性
エネルギー線の照射条件等は、上記と同様の条件及び方法に従えば良い。
粘着シートの種類としては、粘着ラベル、粘着テープ及び特殊粘着フィルム等に使用でき
る。
粘着ラベルの具体例としては、商標ラベル、品質表示ラベル、内容表示ラベル、リターナ
ブルラベル、ネームプレート等の商品表示用、計量ラベル、ハンドラベル、値札・正札等
の価格表示用、取扱説明ラベル、検査証ラベル、保証ラベル、改ざん防止用ラベル、配電
図ラベル、目盛板ラベル、ＰＬ法警告ラベル等の説明・保証用、ステッカー（ウインドー
用、車輌用、店頭用等）、マーク・装飾用ラベル、スタンプ、シール、ワッペン、ポスタ
ー、多層ラベル等の宣伝・販促用、帳票ラベル、電算機用ラベル、ＰＯＳ用ラベル、工程
・在庫管理ラベル等の管理用、両面・片面荷札ラベル、宛名ラベル、宅配用伝票ラベル等
の荷札・宛名用、封緘用シール、キャップシール等の封緘用、案内標識ラベル、交通標識
ラベル、施設標識ラベル等の案内・標識用、トイレタリー関連ラベル、家電用ラベル、Ｏ
Ａ機器用ラベル等のリサイクル用、その他インデックスラベル（文具用、ビデオカセット
用、フロッピーディスク用等）用、カラーサンプルラベル用、玩具（シール）用及び教材
用等がある。
粘着テープとしては、ネームプレートテープ、金属建材用テープ、自動車用テープ等の表
面保護用、半導体製造工程用テープ、電子部品の搬送用テープ、保護・マスキング用テー
プ、固定・接着用テープ、電気絶縁用テープ、結束・補修用テープ、導電性テープ等の電
気・電子機器用、ＥＰＳ（発泡ポリスチレンビーズ融着製品）ケース類への表示・封緘用
、塗装マスキングテープ、養生マスキングテープ等の一般マスキング用、段ボール包装テ
ープ等の封緘・包装用、事務用、その他自動車装飾用テープ、写真製版用テープ、スプラ
イシングテープ等の用途、両面テープ及びセロハンテープ・ＯＰＰテープ等といった、一
般的な結束・固定用途が挙げられる。
特殊粘着フィルムとしては、屋外広告フィルム、自動車用ストライプ、マーキングフィル
ム等の屋外耐久用、ポスター、インテリアフィルム、内装材等の一般壁装用、エレベータ
ー内装フィルム、カウンター装飾フィルム、家具装飾フィルム、車輌内装フィルム、自販
機装飾フィルム、キャッシュコーナー装飾フィルム、テーブル装飾フィルム等の内装化粧
用、ウインドディスプレイフィルム、ステッカー、マーキングフィルム等の短期装飾用、
屋外耐久性フィルム等の内照看板用、建物用日射遮蔽及び飛散防止フィルム用、保安用反
射フィルム（自動車用、靴用、ヘルメット用等）用、自動車用等に水又は石鹸水で濡らし
ながら貼るウインドウフィルムとしての用途、その他、プリズム、ホログラムフィルム、
畜光フィルム及び発光フィルム等が挙げられる。
本発明の粘着剤組成物は、従来の溶剤型粘着剤のように、常温で反応してしまうポリイソ
シアネート化合物を架橋剤として使用するものや、エマルション型粘着剤でも、架橋剤を
併用し、熟成工程を必要とする２液型の粘着剤とは異なり、構成成分の共重合体が常温暗
所での反応性が無いため保存安定性に優れ、加熱等の熟成工程を必要としない、一液型の
組成物として使用可能なものとなる。
又、本発明の粘着剤組成物は、活性エネルギー線の照射により、共重合体中のマレイミド
基同士が分子間で架橋反応を起こし、その結果非常に優れた保持力を発現するものである
。又、イミド（メタ）アクリレートの共重合体割合を目的に応じて変化させることにより
、保持力と粘着力のバランスを容易に調整することができる。尚、マレイミド基を有する
共重合体が紫外線を照射することにより架橋反応を起こすことは、特開昭５２－９８８号
公報及び特開昭５５－１６００１０号公報等により知られている。しかしながら、これら
公報には、粘着剤の用途が全く記載されておらず、本発明は、マレイミド基を有する共重
合体を含有する組成物が、粘着剤という用途、特に粘着剤という好適に使用できることを
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見出してなるものである。
さらに、本発明の組成物は、活性エネルギー線により容易に硬化し、さらに紫外線により
硬化させる場合でも、光重合開始剤を全く配合しないか又は少量の光重合開始剤の配合で
、優れた硬化性を有するものである。これは、マレイミド基が、紫外線照射により水素引
き抜き反応を起こし、ラジカルを発生させることが「Ｓｏｎｎｙ　Ｊｏｎｓｓｏｎら、ラ
ドテック’９５ヨーロッパ　予講集＜アカデミックデイ＞ｐ．３４」等により知られてい
るが、本発明における共重合体のマレイミド基も、光重合開始剤の配合がなくとも同様の
機構でラジカルを発生し、マレイミド基同士が架橋反応を起こすため、光重合開始剤を全
く配合しないか又は少量の光重合開始剤の配合で、優れた硬化性を有するのである。
実施例
以下、実施例及び比較例を挙げ、本発明をより具体的に説明する。尚、以下の記載におい
て、「部」は重量部を、「％」は重量％を意味する。
又、使用した単量体の略号の意味は以下のとおりである。
ＨＡ；２－エチルヘキシルアクリレート
ＢＡ；ブチルアクリレート
ＨＥＡ；２－ヒドロキシエチルアクリレート
ＡＡ；アクリル酸
ＴＰＧＤＡ；トリプロピレングリコールジアクリレート
○実施例１
１）粘着剤組成物の製造
攪拌機、温度計、冷却器を備えたフラスコに、室温で前記式（２）の化合物０．５ｇ、Ｂ
Ａ９４．０ｇ、ＡＡ５．０ｇ、ＨＥＡ０．５ｇ、酢酸ブチル１００ｇ、重合開始剤の２，
２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）０．５ｇ（以下ＡＭＢＮという）を仕込み
、均一に溶解させた。この後昇温して、８５℃で２時間、９５℃で１時間攪拌した。
得られた共重合体溶液は、固形分５０％、数平均分子量５２０００、重量平均分子量１４
００００であった。
得られた共重合体の溶液を粘着剤組成物とした。これを粘着剤ａ１という。
２）粘着シートの製造
厚さ２５μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムの表面に、乾燥後における粘着剤層
の厚さが２０μｍになるように組成物ａ１を塗布し、次いで熱風循環式乾燥器にて１００
℃で１２０秒間乾燥した。
次いで、１２０Ｗ／ｃｍ集光型高圧水銀灯（１灯、高さ１０ｃｍ）下を５ｍ／ｍｉｎのコ
ンベアスピードで２パス通過することにより、組成物を塗工した側から紫外線を照射し、
粘着シートを製造した。
得られた粘着シートを使用して、以下に従い、粘着力、保持力、タック及び臭気の評価を
行った。それらの結果を表１に示す。
実施例１の粘着剤組成物は、粘着力、保持力及びタックのいずれにも優れ、さらに硬化塗
膜が臭気を有しないものであった。
・粘着力
上記粘着シート及び被着体としてステンレス板を用い、２３℃、６５％ＲＨの条件におい
て、ＪＩＳ　Ｚ－０２３７に準じて１８０度剥離強度を測定した。
・保持力
上記粘着シートを、ステンレス板に接着面積が２５ｍｍ×２５ｍｍとなるように貼付け、
４０℃にて１ｋｇの荷重をかけて剥がれ落ちるまでの時間を測定し、その保持時間を保持
力とした。
４０℃、４８時間後にも保持されていた場合には、別途８０℃にて１ｋｇの荷重をかけて
剥がれ落ちるまでの時間を測定し、その保持時間を保持力とした。８０℃で４８時間後に
も保持されていた場合には、８０℃保持時間４８時間以上とし、初期貼付け位置からのず
れ幅を測定した値を併記した。
・タック
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上記粘着シートを用い、ＪＩＳ　Ｚ－０２３７の球転法に準じて２３℃、６５％ＲＨの雰
囲気下で測定した。
・臭気
上記粘着シートのにおいをかぎ、残存モノマーの臭気を評価した。
○：臭気はまったく無い、△：わずかににおう、×：臭気あり
○実施例２～同５
表１に示す構成の単量体を用いる以外は、実施例１と同様の方法により共重合体を製造し
、得られた共重合体の溶液を粘着剤組成物とした。
当該組成物を使用し、実施例１と同様に粘着シートを製造し、実施例１と同様に評価した
。それらの結果を表２に示す。
実施例２～同５の粘着剤組成物は、粘着力、保持力及びタックのいずれにも優れ、さらに
硬化塗膜が臭気を有しないものであった。

○実施例６
実施例１で得られた共重合体溶液１００部に対し、ＴＰＧＤＡを２．５部及びベンジルジ
メチルケタール０．２５部を混合し、粘着剤組成物を製造した。これを粘着剤ａ６という
。
粘着剤ａ６を使用し、実施例１と同様に粘着シートを製造し、実施例１と同様に評価した
。それらの結果を表２に示す。
実施例６の粘着剤組成物は、粘着力、保持力及びタックのいずれにも優れ、さらに硬化塗
膜が臭気を有しないものであった。
○実施例７
水４０ｇ、ドデシルベンゼンスルホン酸〔花王（株）製、商品名ネオペレックスＮｏ．２
５〕４ｇ及び、実施例１と同様の組成の単量体を使用して、プレエマルションを調製した
。
攪拌機、温度計、冷却器及び滴下ロートを備えたフラスコに、水４８ｇを仕込み、反応器
内を窒素置換した後、８０℃に昇温し、過硫酸アンモニウム０．１ｇを加え、次いで前記
プレエマルションの０．５％を加えて重合を開始した。重合が開始したことを確認した後
、重合温度を７９～８１℃に保ちながら、プレエマルションの残部（全量の９９．５％）
と１０％過硫酸アンモニウム３ｇとを連続的に４時間で滴下した。滴下終了後さらに８０
℃で２時間保ち反応を終了した。
上記により得た共重合体エマルションを２５％アンモニア水で中和し、アルカリ可溶型増
粘剤〔東亜合成（株）製、商品名Ｂ－５００〕を用いて粘度を１０，０００ｃｐｓに調整
し、粘着剤組成物を得た。この粘着剤組成物の固形分は５１．２％、ｐＨは７．２であっ
た。これを粘着剤ａ７という。
粘着剤ａ７を使用し、実施例１と同様に粘着シートを製造し、実施例１と同様に評価した
。それらの結果を表２に示す。
実施例７の粘着剤組成物は、粘着力、保持力及びタックのいずれにも優れ、さらに硬化塗
膜が臭気を有しないものであった。
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○比較例１及び同２
実施例２及び同３で得られた粘着剤組成物（粘着剤ａ２及び同ａ３）を使用し、実施例１
において、ポリエチレンテレフタレートフィルムの表面に組成物を塗布して乾燥した後、
紫外線を照射しないものを粘着シートとした。
当該粘着シートを使用して、実施例１と同様に評価した。それらの結果を表４に示す。
比較例１及び同２では、いずれも粘着力及びタックには優れるものの、保持力に乏しく、
又塗膜が原料共重合体の未反応モノマーに由来する臭気を有するものであった。
○比較例３～同５
表３に示す単量体を用いる以外は、実施例１と同様の方法により共重合体を製造し、得ら
れた共重合体の溶液を粘着剤組成物とした。
当該組成物を使用して、実施例１と同様に粘着シートを製造し、実施例１と同様に評価し
た。それらの結果を表４に示す。
共重合体として、イミドアクリレートの共重合割合が本発明の下限に満たないものを使用
した比較例３は、粘着力及びタックには優れるものの、保持力に乏しく、又硬化塗膜が原
料共重合体の未反応モノマーに由来する臭気を有するものであった。
共重合体として、イミドアクリレートの共重合割合が本発明の上限を超えるものを使用し
た比較例４は、硬化塗膜の臭気はないが、粘着力及びタックの乏しいものであった。イミ
ドアクリレートの効果により、フィルムの凝集力は高いものと考えられるが、ステンレス
板への接着強度が低いために、荷重を掛けた直後に落下してしまい、保持力の測定値も低
いものであった。
共重合体として、イミドアクリレートの共重合しないものを使用した比較例５は、粘着力
及びタックには優れるものの、保持力に乏しく、又硬化塗膜が原料共重合体の未反応モノ
マーに由来する臭気を有するものであった。

○比較例６
比較例５で得られた粘着剤組成物（粘着剤ｂ３）を使用し、実施例１において、ポリエチ
レンテレフタレートフィルムの表面に組成物を塗布して乾燥した後、紫外線を照射しない
ものを粘着シートとした。
当該粘着シートを使用して、実施例１と同様に評価した。それらの結果を表４に示す。
比較例６の粘着剤組成物は、粘着力及びタックは優れるものの、保持力に乏しく、又塗膜
が原料共重合体の未反応モノマーに由来する臭気を有するものであった。
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○比較例７
比較例５で得られた共重合体溶液１００部に対し、ベンジルジメチルケタール０．２５部
を混合し、粘着剤組成物を製造した。これを粘着剤ｂ４という。
粘着剤ｂ４を使用し、実施例１と同様に粘着シートを製造し、実施例１と同様に評価した
。それらの結果を表４に示す。
比較例７の粘着剤組成物は、粘着力及びタックは優れるものの、保持力に乏しく、又硬化
塗膜が原料共重合体の未反応モノマー及び光重合開始剤の分解物に由来する強い臭気を有
するものであった。

産業上の利用分野
本発明の粘着剤組成物は、１液型の組成物として使用可能で、保存安定性に優れ、更には
使用に際して加熱・熟成等の工程を必要とせず、その硬化物が、優れた接着力及び保持力
を有し、臭気がほとんど無いものであり、特に強い保持力が求められ、残存する臭気が問
題となる粘着シート等の用途に極めて好適なものである。
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